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を回しながら 0°から 330°まで 30°刻みで 12方向
のインパルス応答を録音した．インパルスはスピー
カーに接続したパソコンから入力した．スピーカー
と測定者の距離は 1.5m とした．これを，被験者 A〜







180°であり，図 3，4 はトランスオーラル再生のスピーカー配置が 30°と 330°で，図 5, 6 は
90°と 270°で図 3，5 が左耳(L)，図 4，6 が右耳(R)である．各図において，元のインパルス応
答が青色，作成したフィルターでつくられるインパルス応答が橙色である．これらの図を見ると，
図 5，6 の 90°と 270°に設定したもののほうが図 3，4 の 30°と 330°に設定したものより両
者の差が小さく，精度がいいと言える．そのため，トランスオーラル再生のためのスピーカーは
90°と 270°に配置することとした．また，被験者 A，B についてはフィルターが精度良く求め
られたが，被験者 C についてはフィルターの精度が低かったため，被験者 A，B のフィルターで
聴取実験を行った．以降では，被験者 A，B を対象にして作成されたフィルターをそれぞれ A フ
ィルター，B フィルターと呼ぶこととする． 
図２ インパルス応答の測定システム 





き，90°と 270°を除く計 10 方向からの音をランダムに再生し
た．この際，被験者 A，B で作成したフィルターでそれぞれトラ
ンスオーラル音源を作成した被験者は中央に座って音を聴取

























しているわけではない．その傾向は，図９の B フィルターで本人（被験者 B）が聴取したときの





















3. 北脇 信彦 編著，音のコミュニケーション工学－マルチメディア時代の音声・音響技術－
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図 8 
指示方向と回答方向の関係(A
フィルター) 
図９ 
指示方向と回答方向の関係(B
フィルター) 
 
